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 デジタル打音検査結果から、コンクリート構造物に生じる変状（内部空洞、剥離、ひび割れ）を診断する
AI を、ASR（アルカリシリカ反応）劣化が確認された実構造物に適用した結果を報告する。本報では、コン
クリート構造物に生じた変状を検知する AI と、検知した変状に対してその欠陥を定量する AI とを組み合わ
せたアプローチにより、コンクリート構造内部の変状を推定しうる可能性を示した。 
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1．緒言 

 従来より原子力施設におけるコンクリート構造物の点検手法として打音による点検がある。しかしながら、
一般に打音検査は検査員の熟練度により検査結果が異なる場合があることから、センサを用いた打音点検（以
降、「デジタル打音検査」という）により定量的に評価する取り組みが行われている。一方でコンクリート構
造物に生じる変状等の種類は多岐にわたるため、それら変状等の識別、大きさ、深さ等を十分に定量評価す
るには至っていない。筆者らは、(i)モックアップ試験、FEM 解析により集積した各変状に対するデジタル打
音検査結果を AI を用いてさらに拡充し大規模化したデータベース(DB)を構築する、(ii)構築した大規模 DB
を利用してデジタル打音検査結果から欠陥の有無、状態を評価する「逆解析」により劣化評価を行う AI を構
築する、という二段階のアプローチにより、コンクリート構造物に対する面的なデジタル打音検査結果から
変状の内部構造を診断する検討を進めてきた。本報
では、「(1)劣化評価 AI の構築」において構築した
「異常検知 AI」「欠陥定量 AI」を、ASR 劣化が確
認された実構造物に適用した結果を報告する。 

2．劣化評価 AI の検証例 

 劣化評価のため構築した「異常検知 AI」「欠陥定
量 AI」を、ASR 劣化によりひび割れ等の変状が確
認されている橋梁の橋台に適用した例を示す。図 1
は橋台の外観及び AE 打音検査結果（縦横 10cm 間
隔より得た面的データ）である。 

比較的健全な箇所（図 1 の診断領域 No.1）及び
ひび割れが深いと想定される箇所（図 1 の診断領域
No.2）に対して「異常検知 AI」を適用した結果、
No.2 の方が高い値を示した。次にそれぞれの診断
領域に「欠陥定量 AI」を適用し、ひび割れ深さ及
びひび割れ角度を推定した結果を表 1 に示す。比
較的健全と想定される診断領域 No.1 については、
ひび割れ深さが小さく、ひび割れ角度が浅い結果と
なっている。一方で、ひび割れが深いと想定される
診断領域 No.2 ではひび割れ深さが深いと推定さ
れ、角度は垂直方向に進展していることがわかる。
診断領域 No.2 のひび割れと周波数の低下状況を見
ると、ひび割れの両側で周波数が均等に低下してい
るため、ひび割れは垂直に進展していると考えら
れ、逆解析モデルの推定結果はこれと整合するもの
となった。  

このように、2 種類の AI モデルを連動させるこ
とで欠陥の検知および欠陥状態の定量的に把握し
うる可能性を示した。 
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図 1 異常検知 AI による診断結果（例） 

診断領域 No.1 

異常検知 AI 出力: 0.18 

診断領域 No.2 

異常検知 AI 出力: 1.49 

橋台外観 

デジタル打音検査結果 

  表 1 欠陥定量 AI による欠陥定量結果（例） 

[mm] 

診断 
領域 
No. 

異常検知 AI 欠陥定量 AI 

評価結果 
ひび割れ長さ 

[mm] 
ひび割れ深さ 

[mm] 
ひび割れ角度 

[deg] 

1 0.18 1911 55 27 

2 1.49 2021 203 78 
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